





























─  質問紙調査に基づく検討  ─
The Change of Students’ Attitude and Mind through Teaching Practice
at Elementary Schools
-A Research Based on Questionnaires-
林　　武広・鹿江　宏明・土井　　徹 1・間處　耕吉 2































































学 1 校，合計 3 校で，4 ～ 6 週間のいわゆる本実習を終えた 3 年次生（4 年次生含む）を対象に質
問紙調査を行った（本学では実習の事前，事後）。調査時期は 2016 年 9 月－同 12 月である。調査




び 5．感想とした。質問 1，2 は事前，事後の調査とも同じ内容であり，質問 3 ～ 5 は事後のみで
ある。回答については質問 1 では 10 教科それぞれで自信の程度の 5 件法，質問 2 では 12 の小項
目それぞれで自信の程度の 5 件法，質問 3 では 9 項目から“強く思う”，“次に強く思う”及び“3









各教科の指導に対する自信の程度を表 1 に示す。自信がついた教科は国語で 6 割が肯定的な回答
である。それとほとんど同率で算数の肯定的回答が多い。道徳では 4 割 5 分程度，社会，理科，体
育，図画工作，道徳では 3 割台である。音楽では 2 割台後半であり，家庭，生活科は 1 割台である。
反対に否定的回答の選択は理科が 2 割弱で最も多く，次いで音楽である。家庭および生活科では




無くなった 少し無くなった 変わらない 少しはついた ついた 肯定的回答 否定的回答
国 語 3.0 8.9 23.8 51.5 12.9 64.4 11.9
社 会 3.1 10.2 56.1 22.4 8.2 30.6 13.3
算 数 0.0 15.0 21.0 49.0 15.0 64.0 15.0
理 科 4.1 14.3 51.0 26.5 4.1 30.6 18.4
体 育 2.0 12.9 48.5 23.8 12.9 36.7 14.9
音 楽 0.0 17.0 56.0 21.0 6.0 27.0 17.0
図画工作 0.0 8.0 62.0 24.0 6.0 30.0 8.0
道 徳 1.0 10.9 43.6 38.6 5.9 44.5 11.9
家 庭 1.0 2.0 84.7 11.2 1.0 12.2 3.0






集計の結果，12 項目中，10 項目で肯定的回答が 7 割以上であり，①，②，③では 9 割を越える
高率である。特に①と②では最も高い程度の“ついた”が 5 割を超えている。一方，7 割に満たなかっ






無くなった 少し無くなった 変わらない 少しはついた ついた 肯定的回答 否定的回答
① 積極的に子どもとかかわること 0.0 0.0 1.0 42.6 56.4 99.0 0.0
② 子どもとのコミュニケーション 0.0 2.0 1.0 40.6 56.4 97.0 2.0
③ 先生方とのコミュニケーション 0.0 1.0 8.9 47.5 42.6 90.1 1.0
④ 授業の企画と準備（授業づくり） 0.0 5.0 9.9 53.5 31.7 85.2 5.0
⑤ 授業のための技能（板書など） 1.0 10.9 13.9 45.5 28.7 74.2 11.9
⑥ 子ども理解（状態 ,思い ,考えなど） 0.0 5.9 6.9 59.4 27.7 87.1 5.9
⑦ 授業で子どもの意見を採りあげること 0.0 9.9 7.9 56.4 25.7 82.1 9.9
⑧ 授業や生活指導などでの臨機応変な対応 0.0 8.9 14.9 59.4 16.8 76.2 8.9
⑨ 問題行動を起こす子どもへ対応 1.0 6.9 28.7 47.5 15.8 63.3 7.9
⑩ 授業評価 0.0 6.0 51.0 34.0 9.0 43.0 6.0
⑪ 授業後の反省・評価を次に活かすこと 0.0 2.0 9.9 54.5 33.7 88.2 2.0













最も強く思う 次に強く思う ３番目に強く思う 選択計
① 授業の構想・企画 14.0 13.0 21.0 48.0
② 授業する内容そのもの 3.0 6.0 11.0 20.0
③ 指導案作成 4.0 7.0 6.0 17.0
④ 教材・教具の活用 6.0 7.0 12.0 25.0
⑤ 板書，発問，指示などの指導技術 13.0 23.0 19.0 55.0
⑥ 授業評価（良かった点，改善すべき点などへの助言） 2.0 4.0 3.0 9.0
⑦ 子ども理解・把握（子どもの考え方，学習状況など） 32.0 24.0 7.0 63.0
⑧ 子どもへの接し方，コミュニケーション 24.0 16.0 20.0 60.0
⑨ その他 2.0 0.0 1.0 3.0
選択計は“最も強く思う”から“3番目に強く思う”までの選択合計．


























低くなった やや低くなった 変わらない やや高まった 非常に高まった 肯定的回答 否定的回答
0.0 3.0 31.0 54.0 12.0 66.0 3.0
【考察】

































事前平均値 (35) 事後平均値 (38)
国 語 2.83 3.76 **
社 会 2.57 3.08 *
算 数 3.29 3.68 †
理 科 2.83 3.16 *
体 育 3.06 3.37
音 楽 2.43 3.26 **
図画工作 2.89 3.29 †
道 徳 2.97 3.39 *
家 庭 2.37 3.08 **
生 活 科 2.97 3.11









質問 4 では，肯定的回答が 7 割近くに達しており，実習において多様な実践が教職への意欲向上
に寄与したと考えられる。そこで意欲の高まりと質問 2，教育活動全般の各項目の自信との関連を
明らかにするために質問 2 の各項目を独立変数，質問 4 を独立変数としてカテゴリーデータ回帰分
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